












































































前日二六日から四日間 休館に入っていたが、係員へパスポートを一不し、記念館の参観はしない、ただ、仰使秋’日関係の書籍をわけで欲しいと伝えると 暫くし 館長の越庚林氏が応対に出てこられ、幸いにも氏がすぐ 当万の朗を思い出されて、暖かく招き入れて下さった。昼御飯まで御馳走になり、九冊の書籍をわけていただいた
c
残念なことに












ある先生を、入院中の長海医院に訪ねた口雑談の折り 東亜同文芹院資料の甲」とに触れると「卜．海凶古館徐家経分館」とは、上海図書館徐家漉蔵書館のことであろう その徐家漉政洋館は地ド鉄工事の際に建物が傾き危険になっ で、蔵書資料を上海博物館へ移した、というお話 っ
c
上
海図書館徐家漉蔵書館が地下鉄工事 よって傾い という話は、孫演氏からもうかがった 新聞に載っていたと。約束の一一九日午後、孫漬氏を御自宅に訪ねた。この日も寒く、最低気温はマイナス七度、昼間でもマイナス二度いうから、外は冷凍庫の中と じだ。孫漬氏の御自宅は外国領事館街のはずれに位置し、三棟の高層住宅は塀で聞ま
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